
現行施策調書結果(抜粋)

【協働】

割合 今後の見通し 取組数 割合

33.3% 継続 3 100.0%

66.7% 見直し 0 0.0%

0.0% 廃止 0 0.0%

0.0% 合計 3 100.0%

100.0%

c. 実施計画記

載の事業

d.事業の目

標値に対

する現状

値

目標値(追

加)
f.現行計画における課題

施策の重要度・満

足度（町民アン

ケート結果より）

施策の重要度・満

足度（職員アン

ケート結果より）

e.評価(A・B・C・

D)

g.今後の方向性

（上段）
g.今後の方向性（下段） 所管課

1 協働のまちづくり

1 協働のまちづくり

1 情報の共有

広報紙の発行 75,600 75,600

ホームページ

及びＳＮＳ等

による情報発

信

223,649 180,000

A 継続

情報発信のための方法等を

検討しつつ、継続

【町民、職員アンケート・

担当者部会意見】

・町内対象を町外対象への

情報提供方法を見直して

は？対象者が欲しい情報や

魅力が届いていない。

・町内のイベント特集を

「おしらせ」版などに入

れ、広く伝える。毎月では

なく季節ごとでも良い。

・町の事業を町民にきちん

と把握させるため、情報を

目に触れさせるだけではな

く、手元に残すような工夫

ex)ポスティング、学校で配

布

町民課

項目

1 情報の発信

ホームページのアクセス数やSNSのフォロワー数は、増加し

ており目標を達成している状況。

ただし、伸び率が横ばいになってきているので、さらなる情

報発信のための方法等について、今後検討していく必要があ

る。

【町民、職員アンケート・担当者部会意見】

・町全体の情報より、観光等個別に特化した情報をSNSで発

信

・ホームページは決まった人しか見ないのでは？例)それより

も、情報発信の内容を充実した方が良い。

・ビオトピア、四季の里でイベント多数行われており、買い

物をするとチラシをもらえるが、他の人には何をしているの

かわからない

現状維持 現状維持

C 0

D 0

合計 3

施策の評価 取組数

A 1

B 2

資料⑥
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c. 実施計画記

載の事業

d.事業の目

標値に対

する現状

値

目標値(追

加)
f.現行計画における課題

施策の重要度・満

足度（町民アン

ケート結果より）

施策の重要度・満

足度（職員アン

ケート結果より）

e.評価(A・B・C・

D)

g.今後の方向性

（上段）
g.今後の方向性（下段） 所管課項目

広聴事業の充

実
171人 200人

町民ニーズの

把握
- -

情報公開制度

の適正な運用
- -

情報公開コー

ナーに配架す

る資料の充実

- -

非識別加工情

報の仕組みの

導入と情報の

利活用の推進

- -

情報の共有化や透明性・公

開性を高めることは協働の

まちづくりに欠かせないこ

とであるので、諸々の課題

はあるものの現行計画を進

めていく必要がある。

【町民、職員アンケート・

担当者部会意見】

・情報公開コーナーはなぜ

2Fなの？多くの人の目に触

れるなら1Fの出入口付近が

適当では？

・情報公開コーナーを2Fで

はなくて1Fの町民ホールに

持っていっては？2Fでは気

楽に見れない。情報の集約

を図るべき。チラシ配架

コーナーも町民ホールに移

動するなど。

総務安全課

継続

町長の交代により、令和元

年度は、町政懇話会の名称

を変え、テーマも設けてい

ない。様子を見る。

【町民、職員アンケート・

担当者部会意見】

・町民が投稿する記事、イ

メージはスベリーさんの記

事欄みたいなスペースを設

けても面白いのでは？‶広

報づくりに町民が参加す

る″仕組みづくり

・アンケートなど町民の意

見を聴く機会の充実

町民課

3 情報公開の推進

情報の共有化を進めるにあたり、公開情報と非公開情報の選

別が重要になる。非識別加工情報の導入にあたっては、情報

の利活用というメリットの反面、守られるべき個人情報をど

のように保護するかという観点からも慎重な検討が必要とな

るが、全国的にも制度自体の推進が遅れており、早期の導入

には課題が残る。

【町民、職員アンケート・担当者部会意見】

・総合計画に引き続き載せますか？まちづくりにつながる？

現状維持 現状維持 B 継続

2 町民ニーズの把握

町政懇話会の参加者が年々減少しているため、開催方法など

を検討する必要がある。

【町民、職員アンケート・担当者部会意見】

・〇〇に関する相談日(週)を各月に設けてある程度住民側に

自由な発言を与えることが必要？

・町民が小さな困りごとを役場に相談しに来る人も少ない

が、町民のニーズの把握をするために、年1回ぐらい広報に

ハガキなどをつけて、手紙でも相談出来る方法を作る。

・町政懇話会に参加している人は決まった人で、要望ばか

り？不満ばかりに感じる。参加人数も少ない。本当に必要な

会なのか？違う方法は？

現状維持 現状維持 B
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